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新
成
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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年 
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～
魁
～
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年 
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～
魁
～

平
成
20
年 

成
人
式
～
魁
～

さ
き
が
け

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

「
平
成
20
年
成
人
式
」
が
１

月
13
日
に
行
わ
れ
、
今
年
瑞

浪
市
で
成
人
を
迎
え
た
593
人

（
男
性
274
人
・
女
性
319
人
）

が
、
新
た
に
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

成
人
式
の
テ
ー
マ
は『
魁
』。

式
で
は
、
ち
ょ
う
ど
１
年
前
、

こ
の
場
所
で
成
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
先
輩
か
ら
、
キ
ャ

ン
ド
ル
に
灯
し
た
「
成
人
の

火
」
を
受
け
継
ぎ
、
新
成
人

に
寄
せ
ら
れ
た
親
や
恩
師
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
胸
に
、

自
分
た
ち
の
世
代
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
引
っ
張
っ
て
い

く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
懐
か
し

い
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
仲

間
た
ち
と
語
り
合
う
姿
が

ず
っ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
。

あ
な
た
が
生
ま
れ
た
日
の
こ
と
は
、
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
せ
ま
す
。
と
て
も
小
さ
く
て
、
隣

り
に
並
ん
だ
新
生
児
の
子
の
半
分
く
ら
い
の
大
き
さ

し
か
な
か
っ
た
か
ら
、
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

大
人
に
な
っ
た
あ
な
た
を
見
る
と
、
よ
く
こ
こ
ま

で
育
っ
て
く
れ
た
と
い
う
感
激
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

同
時
に
、
も
う
手
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
寂
し

さ
も
あ
る
の
だ
け
れ
ど
…
。 

あ
な
た
が
生
ま
れ
て
来
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
夢
を
も
っ
て
生
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

あ
な
た
の
人
生
が
、
い
つ
ま
で
も
笑
顔
に
満
ち
た

も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
　
　

母
よ
り

僕
は
今
日
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て

育
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
一
緒
に
育
っ

た
仲
間
と
と
も
に
夢
の
実
現
を
目
指
し
、

自
分
と
周
り
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め

に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

稲
津
町

　奥
村
星
児

一
人
の
大
人
と

し
て
社
会
で
認
め

ら
れ
る
歳
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
就
職
を

す
る
の
で
、
新
た

な
気
持
ち
で
、
ま
ず
は
仕
事
を
早
く
覚

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
日
々

生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

釜
戸
町

　斉
藤
雄
一

成
人
式
の
実
行

委
員
と
し
て
式
に

関
わ
る
こ
と
で
、

成
人
す
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
を

学
び
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
を
一

生
の
宝
物
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
輝
か
し
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

土
岐
町

　宮
川
真
司

成
人
式
を
迎
え
、
大
人

と
し
て
の
権
利
と
と
も
に

責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
時
で
も
、
こ
の

20
年
間
に
学
び
努
力
し
た

こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
、

人
間
と
し
て
大
き
く
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
ら
し
い
人
生
を
歩

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

日
吉
町

　猪
野
あ
す
奈

大
人
へ
の
道
を
歩
み
始

め
、
自
分
の
行
動
に
大
き

な
責
任
が
あ
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

「
今
何
を
す
べ
き
か
」

を
よ
く
考
え
、
自
分
ら
し

さ
を
忘
れ
ず
、
毎
日
笑
顔

あ
ふ
れ
る
生
活
を
送
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

陶
町

　伊
藤
な
つ
き

成
人
式
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
（
一
部
抜
粋
）

成
人
式
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
（
一
部
抜
粋
）
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　平
成
19
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会
が
、11
月
27
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
25

日
間
に
、ま
た
、平
成
20
年
第
1
回
市
議
会
臨
時
会
が
1
月
11
日
か
ら
1
月
16

日
ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　定
例
会
で
は
、条
例
案
件
13
件
、予
算
案
件
7
件
、そ
の
他
案
件
5
件
、認
定

案
件
10
件
、請
願
4
件
、議
員
発
議
1
件
が
審
議
さ
れ
、不
採
択
と
な
っ
た
請
願

3
件
を
除
き
、原
案
ど
お
り
可
決
･
採
択
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、臨
時
会
で
は
、条
例
案
件
2
件
、予
算
案
件
1
件
、そ
の
他
案
件
1
件

が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。条

例
案
件

条
例
案
件

そ
の
他
案
件

そ
の
他
案
件

請

　
　願

議
員
発
議

認
定
案
件

予
算
案
件

予
算
案
件

会
期
日
程

第
4
回
市
議
会
定
例
会

会
期
日
程

第
1
回
市
議
会
臨
時
会

19
時
ま
で
市
民
課
・
税
務
課
の

窓
口
が
開
い
て
い
ま
す
！

火
曜
と
木
曜
は

●
瑞
浪
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
職

員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
条
例
の
制
定
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
入
湯
税
の
税
率
見
直
し
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
民
弓
道
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
弓
道
場
使
用
料
の
算
定
単
位
を
、
1
時

間
毎
の
料
金
体
系
に
変
更
す
る
改
正
】

●
瑞
浪
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
実
施
に

伴
う
、
地
元
負
担
金
徴
収
の
た
め
の
改

正
】

●
瑞
浪
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
乳
幼
児
等
の
医
療
費
助
成
を
入
院
か
ら

通
院
に
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
地
域
宅
老
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
地
域
の
活
動
実
態
に
合
わ
せ
、
条
例
を

廃
止
】

●
瑞
浪
市
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
市
外
料
金
の
設
定
及
び
料
金
区
分
の
一

部
見
直
し
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

市
単
独
事
業
と
す
る
た
め
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
附
属
駐
車
場
の
設

置
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
人
事
院
の
給
与
勧
告
及
び
育
児
短
時
間

勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
】

●
瑞
浪
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
人
事
院
の
給
与
勧
告
及
び
育
児
短
時
間

勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
一
億
一
千
九
百
六
十

万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
五
十
八
億
四

十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
を
四

億
円
増
額
し
、
総
額
を
十
八
億
九
千
七

百
八
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

【
資
本
的
収
入
を
三
千
三
百
七
十
三
万
一

千
円
増
額
し
、
総
額
を
八
億
一
千
三
百

九
十
二
万
一
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出

を
一
億
三
千
六
百
七
十
二
万
三
千
円
増

額
し
、
総
額
を
九
億
八
千
五
百
七
十
五

万
二
千
円
と
す
る
も
の
】

●
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

【
東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学
資
金
貸
し
付

け
事
務
を
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組

合
に
お
い
て
共
同
処
理
す
る
事
務
に
追

加
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
を
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
こ
ま
ど
り
会
と
し
、

5
年
間
指
定
す
る
も
の
】

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

【
茶
屋
･
河
原
線
等
3
路
線
の
廃
止
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
下
益
見
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
26
路

線
の
新
規
認
定
】

●
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

【
下
益
見
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
2
路

線
の
延
長
変
更
】

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
請
願

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回

を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

●「
最
低
保
障
年
金
制
度
創
設
の
意
見
書
」を

国
に
提
出
を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

●
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
も
草
の
根
声
を
国

会
に
送
っ
て
い
た
だ
く
請
願
（
不
採
択
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

11
月
27
日
　
本
会
議
（
開
会
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
説
明
）

12
月
6
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
7
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

　
　
　
　
　
質
疑
、
委
員
会
付
託
）

12
月
10
日
　
第
1
常
任
委
員
会
・
第
1
財

　
　
　
　
　
務
常
任
委
員
会
（
補
正
予
算
）

12
月
11
日
　
第
2
常
任
委
員
会
・
第
2
財

　
　
　
　
　
務
常
任
委
員
会
（
補
正
予
算
）

12
月
12
日
　
第
1
財
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　（
決
算
）

12
月
13
日
　
第
2
財
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　（
決
算
）

12
月
21
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
　
　
　
　
論
、
採
決
、
閉
会
）

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
市
役

所
を
目
指
し
、
火
曜
日
と
木
曜
日
は
、
市

民
課
と
税
務
課
の
業
務
を
19
時
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
。（
平
成
20
年
4
月
ま
で
試

行
期
間
）

今
後
も
利
用
し
や
す
い
市
役
所
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
気
づ

き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務

【
市
民
課
】
住
民
票
の
写
し
の
交
付
、
戸

籍
謄
本
・
抄
本
の
写
し
の
交
付
、
印
鑑

登
録
お
よ
び
印
鑑
証
明
書
の
交
付
（
印

鑑
登
録
証
手
帳
が
必
要
）
　

※
住
民
票
交
付
に
つ
い
て
は
、
電
話
予

約
に
て
夜
間
お
よ
び
休
日
で
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
）

【
税
務
課
】
納
税
証
明
・
所
得
課
税
証

明
・
評
価
証
明
な
ど
市
税
に
関
す
る
証

明
書
の
交
付
、
市
税
の
納
付
お
よ
び
納

税
相
談

＊
本
人
確
認
の
た
め
、
免
許
証
・
保
険
証

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
　
市
民
課
　
☎
内
線
1
0
5

　
　
　
　
　
税
務
課
　
☎
内
線
1
2
0

1
月
11
日
　
本
会
議
（
開
会
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託
）

1
月
15
日
　
第
1
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
第
1
財
務
常
任
委
員
会

1
月
16
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
　
　
　
　
論
、
採
決
、
閉
会
）

●
瑞
浪
市
加
知
奨
学
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
加
知
保
氏
（
東
京
都
在
住
）
か
ら
3
億

円
の
寄
附
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
大

学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
資
金
の
支
給

制
度
を
実
施
す
る
た
め
に
基
金
条
例
を

新
た
に
制
定
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
奨
学
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
加
知
奨
学
資
金
の
支
給
制
度
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
現
在
高
校
生
・
大

学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
資
金
貸
与
方

式
か
ら
、
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
奨

学
資
金
支
給
方
式
に
変
更
す
る
も
の
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
三
億
円
増
額
し
、
総

額
を
百
六
十
一
億
四
十
万
円
と
す
る
も

の
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
市
道
戸
狩
・
半
原
線
第
2
工
区
道
路
改

良
工
事
　
五
億
八
千
八
百
七
十
三
万
五

千
円
】
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　平
成
19
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会
が
、11
月
27
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
25

日
間
に
、ま
た
、平
成
20
年
第
1
回
市
議
会
臨
時
会
が
1
月
11
日
か
ら
1
月
16

日
ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　定
例
会
で
は
、条
例
案
件
13
件
、予
算
案
件
7
件
、そ
の
他
案
件
5
件
、認
定

案
件
10
件
、請
願
4
件
、議
員
発
議
1
件
が
審
議
さ
れ
、不
採
択
と
な
っ
た
請
願

3
件
を
除
き
、原
案
ど
お
り
可
決
･
採
択
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、臨
時
会
で
は
、条
例
案
件
2
件
、予
算
案
件
1
件
、そ
の
他
案
件
1
件

が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。条

例
案
件

条
例
案
件

そ
の
他
案
件

そ
の
他
案
件

請

　
　願

議
員
発
議

認
定
案
件

予
算
案
件

予
算
案
件

会
期
日
程

第
4
回
市
議
会
定
例
会

会
期
日
程

第
1
回
市
議
会
臨
時
会

19
時
ま
で
市
民
課
・
税
務
課
の

窓
口
が
開
い
て
い
ま
す
！

火
曜
と
木
曜
は

●
瑞
浪
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
職

員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
条
例
の
制
定
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
入
湯
税
の
税
率
見
直
し
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
民
弓
道
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
弓
道
場
使
用
料
の
算
定
単
位
を
、
1
時

間
毎
の
料
金
体
系
に
変
更
す
る
改
正
】

●
瑞
浪
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
実
施
に

伴
う
、
地
元
負
担
金
徴
収
の
た
め
の
改

正
】

●
瑞
浪
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
乳
幼
児
等
の
医
療
費
助
成
を
入
院
か
ら

通
院
に
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
地
域
宅
老
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
地
域
の
活
動
実
態
に
合
わ
せ
、
条
例
を

廃
止
】

●
瑞
浪
市
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
市
外
料
金
の
設
定
及
び
料
金
区
分
の
一

部
見
直
し
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、

市
単
独
事
業
と
す
る
た
め
の
改
正
】

●
瑞
浪
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
附
属
駐
車
場
の
設

置
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
人
事
院
の
給
与
勧
告
及
び
育
児
短
時
間

勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
】

●
瑞
浪
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
人
事
院
の
給
与
勧
告
及
び
育
児
短
時
間

勤
務
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

改
正
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
一
億
一
千
九
百
六
十

万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
五
十
八
億
四

十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
を
四

億
円
増
額
し
、
総
額
を
十
八
億
九
千
七

百
八
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期
間
、

限
度
額
の
決
定
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

【
資
本
的
収
入
を
三
千
三
百
七
十
三
万
一

千
円
増
額
し
、
総
額
を
八
億
一
千
三
百

九
十
二
万
一
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出

を
一
億
三
千
六
百
七
十
二
万
三
千
円
増

額
し
、
総
額
を
九
億
八
千
五
百
七
十
五

万
二
千
円
と
す
る
も
の
】

●
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

【
東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学
資
金
貸
し
付

け
事
務
を
東
濃
西
部
広
域
行
政
事
務
組

合
に
お
い
て
共
同
処
理
す
る
事
務
に
追

加
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
】

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
を
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
こ
ま
ど
り
会
と
し
、

5
年
間
指
定
す
る
も
の
】

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

【
茶
屋
･
河
原
線
等
3
路
線
の
廃
止
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
下
益
見
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
26
路

線
の
新
規
認
定
】

●
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

【
下
益
見
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
2
路

線
の
延
長
変
更
】

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
請
願

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回

を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

●「
最
低
保
障
年
金
制
度
創
設
の
意
見
書
」を

国
に
提
出
を
求
め
る
請
願
（
不
採
択
）

●
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
も
草
の
根
声
を
国

会
に
送
っ
て
い
た
だ
く
請
願
（
不
採
択
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

11
月
27
日
　
本
会
議
（
開
会
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
説
明
）

12
月
6
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
7
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

　
　
　
　
　
質
疑
、
委
員
会
付
託
）

12
月
10
日
　
第
1
常
任
委
員
会
・
第
1
財

　
　
　
　
　
務
常
任
委
員
会
（
補
正
予
算
）

12
月
11
日
　
第
2
常
任
委
員
会
・
第
2
財

　
　
　
　
　
務
常
任
委
員
会
（
補
正
予
算
）

12
月
12
日
　
第
1
財
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　（
決
算
）

12
月
13
日
　
第
2
財
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　（
決
算
）

12
月
21
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
　
　
　
　
論
、
採
決
、
閉
会
）

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
市
役

所
を
目
指
し
、
火
曜
日
と
木
曜
日
は
、
市

民
課
と
税
務
課
の
業
務
を
19
時
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
。（
平
成
20
年
4
月
ま
で
試

行
期
間
）

今
後
も
利
用
し
や
す
い
市
役
所
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
気
づ

き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務

【
市
民
課
】
住
民
票
の
写
し
の
交
付
、
戸

籍
謄
本
・
抄
本
の
写
し
の
交
付
、
印
鑑

登
録
お
よ
び
印
鑑
証
明
書
の
交
付
（
印

鑑
登
録
証
手
帳
が
必
要
）
　

※
住
民
票
交
付
に
つ
い
て
は
、
電
話
予

約
に
て
夜
間
お
よ
び
休
日
で
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
）

【
税
務
課
】
納
税
証
明
・
所
得
課
税
証

明
・
評
価
証
明
な
ど
市
税
に
関
す
る
証

明
書
の
交
付
、
市
税
の
納
付
お
よ
び
納

税
相
談

＊
本
人
確
認
の
た
め
、
免
許
証
・
保
険
証

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ
　
市
民
課
　
☎
内
線
1
0
5

　
　
　
　
　
税
務
課
　
☎
内
線
1
2
0

1
月
11
日
　
本
会
議
（
開
会
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託
）

1
月
15
日
　
第
1
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
第
1
財
務
常
任
委
員
会

1
月
16
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
　
　
　
　
論
、
採
決
、
閉
会
）

●
瑞
浪
市
加
知
奨
学
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
加
知
保
氏
（
東
京
都
在
住
）
か
ら
3
億

円
の
寄
附
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
大

学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
資
金
の
支
給

制
度
を
実
施
す
る
た
め
に
基
金
条
例
を

新
た
に
制
定
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
奨
学
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
加
知
奨
学
資
金
の
支
給
制
度
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
現
在
高
校
生
・
大

学
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
資
金
貸
与
方

式
か
ら
、
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
奨

学
資
金
支
給
方
式
に
変
更
す
る
も
の
】

●
平
成
19
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
三
億
円
増
額
し
、
総

額
を
百
六
十
一
億
四
十
万
円
と
す
る
も

の
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
市
道
戸
狩
・
半
原
線
第
2
工
区
道
路
改

良
工
事
　
五
億
八
千
八
百
七
十
三
万
五

千
円
】
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見てね！見てね！

　
瑞
浪
市
を
題
材
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が

放
送
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岐
阜
テ
レ
ビ

「
あ
な
た
の
街
か
ら
瑞
浪
市

　
　
〜
バ
サ
ラ
で
ま
ち
お
こ
し
〜
」

　
　
２
月
７
日（
木
）
18
時
10
分
〜

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

お
い
し
さ
の
素
は 

こ
の
力
強
さ

瑞
浪
の 

新
作
力
作 

自
信
作

去
年
ス
タ
ー
ト
　
今
年
ゴ
ー
ル

こ
の
ま
ち
の
産
業 

１
年
の
始
ま
り

氷
上
で
狙
う 

高
校
最
速
の
座

手
づ
く
り
ず
き
ん
で
防
災
対
策

こ
の
道
に
か
け
た 

私
の
３
年
間

陶児童館

善
意
善
意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

作
陶
教
室
「
雛
を
つ
く
る
」

共
同
福
祉
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て

伊藤　穂ちゃん
（３歳）　陶町

いとう みのる

加藤　文香ちゃん
（３歳）　陶町

かとう ふみか

１
月
８
・
９
日
の
２
日
間
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、「
２
０
０
８
み
ず
な
み
四

季
の
器
見
本
市
」が
開
催
さ
れ
、
各
社
の

新
商
品
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

見
本
市
に
は
、
瑞
浪
・
恵
那
の
陶
磁
器

工
業
協
同
組
合
に
加
盟
す
る
31
社
か
ら
約

３
５
０
０
点
が
出
展
さ
れ
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
展
示
で
魅
力
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
見
本
市
に
は
、
県
内
外
の
百
貨
店

や
商
社
の
買
い
つ
け
担
当
者
ら
が
訪
れ
、

目
に
留
ま
っ
た
器
を
手
に
取
り
な
が
ら
、

そ
の
出
来
ば
え
や
品
質
を
確
か
め
て
い
ま

し
た
。

出
展
関
係
者
は「
こ
う
し
た
機
会
を
通

し
て
、
み
ず
な
み
焼
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
16
日
、
土
岐
町
の
養
護
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
き
ね
と
う
す
を
使
っ
た
本
格

的
な
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
加

藤
博
会
長
）の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る

恒
例
の
行
事
で
、
こ
の
日
は
施
設
を
利
用

す
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
ら
110
人
が
参
加

し
、
水
野
市
長
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

会
員
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
12
㎏
の
も
ち

米
を
つ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
つ
き
た

て
の
も
ち
を
あ
ん
こ
や
黒
ゴ
マ
な
ど
で
味

付
け
し
、
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。
施
設
長
の
近
藤
久
美
子
さ
ん
は

「
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ
の
行

事
を
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
ん
で
す
よ
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

１
月
15
日
、
全

国
高
校
総
体
の
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

競
技
に
出
場
す
る

選
手
７
人
が
市
役

所
を
訪
れ
、
水
野

市
長
に
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

水
野
市
長
が

「
練
習
の
成
果
を

出
し
切
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
良
い

報
告
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
す
る

と
、
選
手
は「
自
己
ベ
ス
ト
記
録
を
出
し

た
い
」「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
大
会

に
臨
み
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
は
、
１
月
20
日
か
ら
山
梨
県
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

（
中
京
高
）佐
々
木
　
唯
、
糸
魚
川
太
志

　
　
　
　
水
野
　
孝
紀
、
横
山
　
誠
、

　
　
　
　
水
野
　
太

（
瑞
浪
高
）光
岡
　
繁
雄

（
恵
那
農
高
）村
瀬
　
基
紀

1
月
20
日
、「
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
を

考
え
る
集
い
」が
旧
大
湫
小
学
校
で
開
催

さ
れ
、
防
災
ず
き
ん
づ
く
り
と
防
災
懇
談

会
に
、
市
民
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は「
大
湫
集
ま
ろ
う
会
」（
棚
橋

和
代
代
表
）の
会
員
の
指
導
に
よ
り
、
古

い
着
物
な
ど
を
活
用
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
ず

き
ん
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ず
き
ん
に
は
、

鈴
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
、
災

害
時
に
居
場
所
が
わ
か
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
防
災
士
の
岩
井
慶

次
さ
ん
ら
を
招
い
て
、
災
害
時
に
お
け
る

「
自
助
と
協
助
」に
つ
い
て
の
懇
談
会
も
開

か
れ
、
防
災
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月
18
日
、
瑞
浪
高
校
生
活
福
祉
科
の

卒
業
制
作
発
表
会
が
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
卒
業
を
控
え
た
３
年

生
60
人
が
３
年
間
の
集
大
成
を
披
露
し
ま

し
た
。

生
活
福
祉
科
に
は
、
福
祉
・
ラ
イ
フ
イ
ン

テ
リ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
・
調

理
の
４
コ
ー
ス
が
あ
り
、
生
徒
は
専
門
的
な

知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ー
ス
の

シ
ョ
ー
で
は
、
ア
メ
ジ
ス
ト
や
ル
ビ
ー
な

ど
の
宝
石
を
テ
ー
マ
に
し
た
手
づ
く
り
の

ド
レ
ス
を
披
露
し
、
個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

12
月
31
日
、
稲
津
町
の
稲
荷
神
社
で
、

「
稲
津
町
越
年
マ
ラ
ソ
ン
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
し
た
90
人
の
町
民
は
、
午
後
11
時

55
分
の
号
砲
に
合
わ
せ
、
神
社
を
ス
タ
ー

ト
し
、
町
内
を
め
ぐ
る
3.8
㎞
の
コ
ー
ス

を
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

参
加
者
は「
こ
れ
に
参
加
し
な
い
と
新

年
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
の
で
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し
、
す
が
す

が
し
い
汗
を
か
き
な
が
ら
、
新
年
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。

今
年
も
稲
津
町
の
ほ
か
、
大
湫
町
や
陶

町
な
ど
、
市
内
各
地
で
新
春
を
祝
う
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
８
日
、「
新
春
名
刺
交
換
互
礼
会
」

が
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
と
き
わ
」で
行
わ

れ
ま
し
た
。

互
礼
会
で
は
、
商
工
会
議
所
の
愛
知
孝

夫
会
頭
が「
市
内
の
若
い
パ
ワ
ー
を
結
集

す
る
こ
と
で
元
気
な
市
を
目
指
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
昨
年
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る

「
快
適
空
間
賞
」の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

◎
北
小
田
町
（
福
祉
の
充
実
し
た
街
並
み

を
形
成
）
◎
三
浦
未
由
希
（
小
田
陶
器
）

（
デ
ザ
イ
ン
性
あ
ふ
れ
る
茶
器
セ
ッ
ト
を

開
発
）
◎
美
濃
窯
業
㈱
焼
成
炉
開
発
グ

ル
ー
プ
（
大
型
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

焼
成
炉
を
開
発
）
◎
伊
東
計
正
（
シ
ニ
ア

陸
上
の
国
際
大
会
で
優
勝
）

▽
▽
Ｊ
Ｕ
岐
阜
東
濃
支
部
瑞
浪
ブ
ロ
ッ
ク
様

二
万
四
千
百
七
十
九
円
　
福
祉
事
業
に

▽
し
ず
く
庵
様

一
万
五
千
五
百
五
十
円 

福
祉
事
業
に

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
様

二
十
五
万
円
　
福
祉
事
業
に

日
　
時
　
２
月
９
日（
土
）・
16
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
　
美
濃
焼
プ
ラ
ザ
陶
芸
教
室

講
　
師
　
村
瀬
昌
平 

氏

参
加
費
　
２
千
円
　
定 

員
　
各
日
20
人

＊
タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ
　
美
濃
焼
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
6
8
‐
０
７
７
７

瑞
浪
駅
北
の
共
同
福
祉
施
設
は
、
本
年

３
月
で
廃
止
し
、
４
月
か
ら
は
施
設
の
貸

し
出
し
を
取
り
や
め
ま
す
。
な
お
、
４
月

以
降
は
市
役
所
の
分
庁
舎
と
し
て
使
用
し

て
い
き
ま
す
。
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見てね！見てね！

　
瑞
浪
市
を
題
材
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が

放
送
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岐
阜
テ
レ
ビ

「
あ
な
た
の
街
か
ら
瑞
浪
市

　
　
〜
バ
サ
ラ
で
ま
ち
お
こ
し
〜
」

　
　
２
月
７
日（
木
）
18
時
10
分
〜

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

お
い
し
さ
の
素
は 

こ
の
力
強
さ

瑞
浪
の 

新
作
力
作 

自
信
作

去
年
ス
タ
ー
ト
　
今
年
ゴ
ー
ル

こ
の
ま
ち
の
産
業 

１
年
の
始
ま
り

氷
上
で
狙
う 

高
校
最
速
の
座

手
づ
く
り
ず
き
ん
で
防
災
対
策

こ
の
道
に
か
け
た 

私
の
３
年
間

陶児童館

善
意
善
意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

作
陶
教
室
「
雛
を
つ
く
る
」

共
同
福
祉
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て

伊藤　穂ちゃん
（３歳）　陶町

いとう みのる

加藤　文香ちゃん
（３歳）　陶町

かとう ふみか

１
月
８
・
９
日
の
２
日
間
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、「
２
０
０
８
み
ず
な
み
四

季
の
器
見
本
市
」が
開
催
さ
れ
、
各
社
の

新
商
品
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

見
本
市
に
は
、
瑞
浪
・
恵
那
の
陶
磁
器

工
業
協
同
組
合
に
加
盟
す
る
31
社
か
ら
約

３
５
０
０
点
が
出
展
さ
れ
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
展
示
で
魅
力
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
見
本
市
に
は
、
県
内
外
の
百
貨
店

や
商
社
の
買
い
つ
け
担
当
者
ら
が
訪
れ
、

目
に
留
ま
っ
た
器
を
手
に
取
り
な
が
ら
、

そ
の
出
来
ば
え
や
品
質
を
確
か
め
て
い
ま

し
た
。

出
展
関
係
者
は「
こ
う
し
た
機
会
を
通

し
て
、
み
ず
な
み
焼
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
16
日
、
土
岐
町
の
養
護
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
き
ね
と
う
す
を
使
っ
た
本
格

的
な
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
加

藤
博
会
長
）の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る

恒
例
の
行
事
で
、
こ
の
日
は
施
設
を
利
用

す
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
ら
110
人
が
参
加

し
、
水
野
市
長
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

会
員
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
12
㎏
の
も
ち

米
を
つ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
つ
き
た

て
の
も
ち
を
あ
ん
こ
や
黒
ゴ
マ
な
ど
で
味

付
け
し
、
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い

ま
し
た
。
施
設
長
の
近
藤
久
美
子
さ
ん
は

「
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ
の
行

事
を
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
ん
で
す
よ
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。

１
月
15
日
、
全

国
高
校
総
体
の
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

競
技
に
出
場
す
る

選
手
７
人
が
市
役

所
を
訪
れ
、
水
野

市
長
に
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

水
野
市
長
が

「
練
習
の
成
果
を

出
し
切
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
良
い

報
告
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
す
る

と
、
選
手
は「
自
己
ベ
ス
ト
記
録
を
出
し

た
い
」「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
大
会

に
臨
み
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
は
、
１
月
20
日
か
ら
山
梨
県
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

（
中
京
高
）佐
々
木
　
唯
、
糸
魚
川
太
志

　
　
　
　
水
野
　
孝
紀
、
横
山
　
誠
、

　
　
　
　
水
野
　
太

（
瑞
浪
高
）光
岡
　
繁
雄

（
恵
那
農
高
）村
瀬
　
基
紀

1
月
20
日
、「
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
を

考
え
る
集
い
」が
旧
大
湫
小
学
校
で
開
催

さ
れ
、
防
災
ず
き
ん
づ
く
り
と
防
災
懇
談

会
に
、
市
民
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は「
大
湫
集
ま
ろ
う
会
」（
棚
橋

和
代
代
表
）の
会
員
の
指
導
に
よ
り
、
古

い
着
物
な
ど
を
活
用
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
ず

き
ん
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ず
き
ん
に
は
、

鈴
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
、
災

害
時
に
居
場
所
が
わ
か
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
防
災
士
の
岩
井
慶

次
さ
ん
ら
を
招
い
て
、
災
害
時
に
お
け
る

「
自
助
と
協
助
」に
つ
い
て
の
懇
談
会
も
開

か
れ
、
防
災
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月
18
日
、
瑞
浪
高
校
生
活
福
祉
科
の

卒
業
制
作
発
表
会
が
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
卒
業
を
控
え
た
３
年

生
60
人
が
３
年
間
の
集
大
成
を
披
露
し
ま

し
た
。

生
活
福
祉
科
に
は
、
福
祉
・
ラ
イ
フ
イ
ン

テ
リ
ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
・
調

理
の
４
コ
ー
ス
が
あ
り
、
生
徒
は
専
門
的
な

知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ー
ス
の

シ
ョ
ー
で
は
、
ア
メ
ジ
ス
ト
や
ル
ビ
ー
な

ど
の
宝
石
を
テ
ー
マ
に
し
た
手
づ
く
り
の

ド
レ
ス
を
披
露
し
、
個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

12
月
31
日
、
稲
津
町
の
稲
荷
神
社
で
、

「
稲
津
町
越
年
マ
ラ
ソ
ン
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
し
た
90
人
の
町
民
は
、
午
後
11
時

55
分
の
号
砲
に
合
わ
せ
、
神
社
を
ス
タ
ー

ト
し
、
町
内
を
め
ぐ
る
3.8
㎞
の
コ
ー
ス

を
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
駆
け
抜
け
ま

し
た
。

参
加
者
は「
こ
れ
に
参
加
し
な
い
と
新

年
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
の
で
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し
、
す
が
す

が
し
い
汗
を
か
き
な
が
ら
、
新
年
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。

今
年
も
稲
津
町
の
ほ
か
、
大
湫
町
や
陶

町
な
ど
、
市
内
各
地
で
新
春
を
祝
う
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
８
日
、「
新
春
名
刺
交
換
互
礼
会
」

が
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
と
き
わ
」で
行
わ

れ
ま
し
た
。

互
礼
会
で
は
、
商
工
会
議
所
の
愛
知
孝

夫
会
頭
が「
市
内
の
若
い
パ
ワ
ー
を
結
集

す
る
こ
と
で
元
気
な
市
を
目
指
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
昨
年
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る

「
快
適
空
間
賞
」の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

◎
北
小
田
町
（
福
祉
の
充
実
し
た
街
並
み

を
形
成
）
◎
三
浦
未
由
希
（
小
田
陶
器
）

（
デ
ザ
イ
ン
性
あ
ふ
れ
る
茶
器
セ
ッ
ト
を

開
発
）
◎
美
濃
窯
業
㈱
焼
成
炉
開
発
グ

ル
ー
プ
（
大
型
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

焼
成
炉
を
開
発
）
◎
伊
東
計
正
（
シ
ニ
ア

陸
上
の
国
際
大
会
で
優
勝
）

▽
▽
Ｊ
Ｕ
岐
阜
東
濃
支
部
瑞
浪
ブ
ロ
ッ
ク
様

二
万
四
千
百
七
十
九
円
　
福
祉
事
業
に

▽
し
ず
く
庵
様

一
万
五
千
五
百
五
十
円 

福
祉
事
業
に

▽
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
様

二
十
五
万
円
　
福
祉
事
業
に

日
　
時
　
２
月
９
日（
土
）・
16
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
　
美
濃
焼
プ
ラ
ザ
陶
芸
教
室

講
　
師
　
村
瀬
昌
平 

氏

参
加
費
　
２
千
円
　
定 

員
　
各
日
20
人

＊
タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ
　
美
濃
焼
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
6
8
‐
０
７
７
７

瑞
浪
駅
北
の
共
同
福
祉
施
設
は
、
本
年

３
月
で
廃
止
し
、
４
月
か
ら
は
施
設
の
貸

し
出
し
を
取
り
や
め
ま
す
。
な
お
、
４
月

以
降
は
市
役
所
の
分
庁
舎
と
し
て
使
用
し

て
い
き
ま
す
。
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岐
阜
県
知
事
報
償

岐
阜
県
知
事
表
彰

東
濃
振
興
局
長
表
彰

市
長
表
彰

消
防
長
表
彰

団
長
表
彰

市
消
防
協
会
長
表
彰

県
消
防
協
会
長
表
彰

消
防
庁
長
官
報
償

消
防
出
初
式
表
彰

消
防
出
初
式
表
彰

　
1
月
6
日
、
瑞
浪
市
消
防
出
初
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

長
年
の
功
績
を
た
た
え
、
退
職
さ
れ
た
26
人
が
報
償
さ
れ
、
消
防
に
尽
く

さ
れ
た
169
人
と
1
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

★
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償
　
２
号

銀
杯

髙
木
正
光
、
和
田
孝
、
後
藤
博
之
、

片
田
宣
幸
、
澤
井
茂
和
、
後
藤
宏
充

★
退
職
消
防
団
員
報
償
　
楯

可
知
更
一
、
藤
田
修
二
、
中
島
敏
文
、

加
藤
日
出
子
、
榛
葉
利
広
、
水
野
康
信
、

伊
藤
勝
章
、
加
藤
朋
宏
、
小
栗
兼
一
、

安
藤
洋
一
、
西
尾
嘉
晃
、
伊
藤
道
廣
、

加
藤
英
寿
、
酒
井
基
樹
、
森
誠
治
、

愛
知
郁
好
、
近
藤
正
史
、
今
井
敦
史
、

金
谷
孝
雄
、
小
栗
貴
臣

★
永
年
勤
続
功
労
章

田
口
典
宏
（
団
長
）

土
屋
誠
治
（
消
防
司
令
補
）

★
勤
続
功
労
章

渡
邉
良
昌
、
渡
邉
信
之
（
副
分
団
長
）

大
津
英
夫
（
消
防
司
令
補
）

★
功
労
章

土
屋
憲
和
（
分
団
長
）、
和
田
建
司
、
河

野
信
介
、
奥
村
か
お
る
（
副
分
団
長
）

渡
邉
義
章
（
消
防
士
長
）

★
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞

成
瀬
浩
二
（
妻
）
京
子
（
分
団
長
）

柴
田
芳
宏
（
妻
）
綾
子
（
班
長
）

片
田
和
宏
（
妻
）
恵
（
団
員
）

★
感
謝
状

株
式
会
社
川
崎
技
研 

瑞
浪
事
業
所

★
功
労
章

水
野
薫
、
水
野
浩
二
、
伊
藤
勝
彦
、
岩

島
宗
穂
（
部
長
）

★
勤
労
章
（
20
年
）

田
口
典
宏
（
団
長
）
愛
知
忠
之
（
分
団

長
）
渡
邉
良
昌
（
副
分
団
長
）
水
野
浩

二
（
部
長
）

★
勤
労
章
（
15
年
）

水
野
薫
、
小
木
曽
昌
弘
、
豊
﨑
正
人
、

岩
島
宗
穂
、
和
田
慎
一
（
部
長
）
仙
石

正
洋
（
班
長
）
、
三
輪
康
久
、
古
田
清
、

牧
野
嘉
尚
、
足
立
宏
志
、
佐
野
秋
男
、

可
知
井
三
平
、
西
尾
徳
一
、
小
島
浩
二

（
団
員
）

★
功
績
章

羽
柴
幸
良
（
分
団
長
）
、
吉
川
冬
木
、

深
谷
直
人
、
小
栗
由
也
、
小
栗
祐
造
、

小
田
博
孝
、
工
藤
政
秀
、
山
口
悦
司
、

山
路
邦
夫
、
和
田
慎
一
、
水
野
伸
明
、

加
納
廣
正
、
工
藤
信
彦
、
伊
藤
耕
司
、

伊
藤
啓
次
、
木
田
み
ど
り
（
部
長
）

★
功
労
章

山
路
邦
夫
、
加
納
廣
正
（
部
長
）
、
鍋

谷
志
郎
、
足
立
昌
隆
、
足
立
寛
聡
、
長

江
将
由
、
長
井
良
生
、
西
尾
智
博
（
班

長
）
、
日
比
野
愛
幸
、
山
内
勝
幸
、
土

屋
剛
、
早
瀬
徹
、
加
納
裕
輔
、
伊
藤
嘉

朗
、
安
藤
浩
士
、
小
栗
準
也
、
近
藤
裕

久
、
大
塚
栄
作
、
堀
田
清
彦
、
板
頭
誠
、

長
谷
川
正
文
、
工
藤
雄
一
、
岩
島
広
明
、

浜
島
年
伸
、
熊
澤
博
隆
、
橋
本
芳
彦

（
団
員
）

★
功
績
章

小
栗
祐
造
、
伊
藤
耕
司
（
部
長
）
、
溝

口
政
章
、
水
野
正
直
、
工
藤
重
光
、
小

木
曽
渉
、
小
池
規
夫
（
班
長
）
、
内
田

貴
弘
、
渡
辺
裕
、
棚
橋
和
彦
、
水
野
忍
、

加
藤
寛
之
、
保
母
哲
也
、
永
江
隆
明
、

井
戸
和
孝
、
土
屋
正
明
、
金
山
大
地
、

村
瀬
利
文
、
山
口
義
文
、
小
出
友
吉
、

勝
股
幸
広
、
小
木
曽
仙
佳
（
団
員
）

★
功
績
章

安
田
清
和
、
加
藤
崇
文
（
班
長
）
、
加

納
伸
也
、
渡
邉
康
弘
、
足
立
大
輔
、
梶

田
啓
介
、
安
藤
伸
明
、
大
竹
一
広
、
林

貴
弘
、
西
尾
憲
章
、
鈴
木
貴
士
、
小
沢

政
樹
、
猪
野
勇
介
、
小
栗
直
己
、
日
比

野
義
彦
、
伊
藤
慎
一
郎
、
樋
口
満
、
伊

藤
竜
昭
、
隅
田
一
弘
、
安
江
秀
充
、
渡

邊
和
隆
、
成
瀬
秀
正
、
安
藤
崇
、
樋
田

隆
、
阪
下
信
宏
、
三
宅
貴
憲
、
羽
柴
友

昭
（
団
員
）

★
勤
労
章

工
藤
政
秀
、
伊
藤
啓
次
（
部
長
）
、
市

川
昌
宏
、
林
雄
二
郎
、
山
内
宏
幸
、
片

山
正
英
、
岡
庭
洋
一
、
渡
辺
篤
史
（
班

長
）
、
小
木
曽
隆
広
、
日
比
野
順
一
、

小
栗
寛
道
、
渡
辺
雅
人
、
渡
辺
裕
隆
、

牧
野
琢
廣
、
土
本
裕
志
、
下
林
俊
幸

（
団
員
）

★
功
績
章

村
瀬
貞
晴
、
永
井
裕
二
（
班
長
）
、
酒

井
圧
雄
、
渡
邊
亨
蔵
、
橋
本
英
明
、
今

井
浩
一
郎
、
渡
邉
康
弘
、
林
聡
司
、
金

森
大
輔
、
長
崎
一
也
、
市
川
雅
仁
、
長

江
良
行
、
宮
地
伸
直
、
足
立
真
司
、
保

母
和
浩
、
足
立
直
之
、
舘
愼
俊
、
岩
島

正
治
、
岩
島
真
人
、
宮
下
和
也
、
安
藤

栄
祐
、
安
藤
学
、
愛
知
千
永
、
景
山
智

之
、
西
尾
先
弘
、
近
藤
寿
充
、
加
藤
寛

之
（
団
員
）
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岐
阜
県
知
事
報
償

岐
阜
県
知
事
表
彰

東
濃
振
興
局
長
表
彰

市
長
表
彰

消
防
長
表
彰

団
長
表
彰

市
消
防
協
会
長
表
彰

県
消
防
協
会
長
表
彰

消
防
庁
長
官
報
償

消
防
出
初
式
表
彰

消
防
出
初
式
表
彰

　
1
月
6
日
、
瑞
浪
市
消
防
出
初
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

長
年
の
功
績
を
た
た
え
、
退
職
さ
れ
た
26
人
が
報
償
さ
れ
、
消
防
に
尽
く

さ
れ
た
169
人
と
1
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

★
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償
　
２
号

銀
杯

髙
木
正
光
、
和
田
孝
、
後
藤
博
之
、

片
田
宣
幸
、
澤
井
茂
和
、
後
藤
宏
充

★
退
職
消
防
団
員
報
償
　
楯

可
知
更
一
、
藤
田
修
二
、
中
島
敏
文
、

加
藤
日
出
子
、
榛
葉
利
広
、
水
野
康
信
、

伊
藤
勝
章
、
加
藤
朋
宏
、
小
栗
兼
一
、

安
藤
洋
一
、
西
尾
嘉
晃
、
伊
藤
道
廣
、

加
藤
英
寿
、
酒
井
基
樹
、
森
誠
治
、

愛
知
郁
好
、
近
藤
正
史
、
今
井
敦
史
、

金
谷
孝
雄
、
小
栗
貴
臣

★
永
年
勤
続
功
労
章

田
口
典
宏
（
団
長
）

土
屋
誠
治
（
消
防
司
令
補
）

★
勤
続
功
労
章

渡
邉
良
昌
、
渡
邉
信
之
（
副
分
団
長
）

大
津
英
夫
（
消
防
司
令
補
）

★
功
労
章

土
屋
憲
和
（
分
団
長
）、
和
田
建
司
、
河

野
信
介
、
奥
村
か
お
る
（
副
分
団
長
）

渡
邉
義
章
（
消
防
士
長
）

★
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞

成
瀬
浩
二
（
妻
）
京
子
（
分
団
長
）

柴
田
芳
宏
（
妻
）
綾
子
（
班
長
）

片
田
和
宏
（
妻
）
恵
（
団
員
）

★
感
謝
状

株
式
会
社
川
崎
技
研 

瑞
浪
事
業
所

★
功
労
章

水
野
薫
、
水
野
浩
二
、
伊
藤
勝
彦
、
岩

島
宗
穂
（
部
長
）

★
勤
労
章
（
20
年
）

田
口
典
宏
（
団
長
）
愛
知
忠
之
（
分
団

長
）
渡
邉
良
昌
（
副
分
団
長
）
水
野
浩

二
（
部
長
）

★
勤
労
章
（
15
年
）

水
野
薫
、
小
木
曽
昌
弘
、
豊
﨑
正
人
、

岩
島
宗
穂
、
和
田
慎
一
（
部
長
）
仙
石

正
洋
（
班
長
）
、
三
輪
康
久
、
古
田
清
、

牧
野
嘉
尚
、
足
立
宏
志
、
佐
野
秋
男
、

可
知
井
三
平
、
西
尾
徳
一
、
小
島
浩
二

（
団
員
）

★
功
績
章

羽
柴
幸
良
（
分
団
長
）
、
吉
川
冬
木
、

深
谷
直
人
、
小
栗
由
也
、
小
栗
祐
造
、

小
田
博
孝
、
工
藤
政
秀
、
山
口
悦
司
、

山
路
邦
夫
、
和
田
慎
一
、
水
野
伸
明
、

加
納
廣
正
、
工
藤
信
彦
、
伊
藤
耕
司
、

伊
藤
啓
次
、
木
田
み
ど
り
（
部
長
）

★
功
労
章

山
路
邦
夫
、
加
納
廣
正
（
部
長
）
、
鍋

谷
志
郎
、
足
立
昌
隆
、
足
立
寛
聡
、
長

江
将
由
、
長
井
良
生
、
西
尾
智
博
（
班

長
）
、
日
比
野
愛
幸
、
山
内
勝
幸
、
土

屋
剛
、
早
瀬
徹
、
加
納
裕
輔
、
伊
藤
嘉

朗
、
安
藤
浩
士
、
小
栗
準
也
、
近
藤
裕

久
、
大
塚
栄
作
、
堀
田
清
彦
、
板
頭
誠
、

長
谷
川
正
文
、
工
藤
雄
一
、
岩
島
広
明
、

浜
島
年
伸
、
熊
澤
博
隆
、
橋
本
芳
彦

（
団
員
）

★
功
績
章

小
栗
祐
造
、
伊
藤
耕
司
（
部
長
）
、
溝

口
政
章
、
水
野
正
直
、
工
藤
重
光
、
小

木
曽
渉
、
小
池
規
夫
（
班
長
）
、
内
田

貴
弘
、
渡
辺
裕
、
棚
橋
和
彦
、
水
野
忍
、

加
藤
寛
之
、
保
母
哲
也
、
永
江
隆
明
、

井
戸
和
孝
、
土
屋
正
明
、
金
山
大
地
、

村
瀬
利
文
、
山
口
義
文
、
小
出
友
吉
、

勝
股
幸
広
、
小
木
曽
仙
佳
（
団
員
）

★
功
績
章

安
田
清
和
、
加
藤
崇
文
（
班
長
）
、
加

納
伸
也
、
渡
邉
康
弘
、
足
立
大
輔
、
梶

田
啓
介
、
安
藤
伸
明
、
大
竹
一
広
、
林

貴
弘
、
西
尾
憲
章
、
鈴
木
貴
士
、
小
沢

政
樹
、
猪
野
勇
介
、
小
栗
直
己
、
日
比

野
義
彦
、
伊
藤
慎
一
郎
、
樋
口
満
、
伊

藤
竜
昭
、
隅
田
一
弘
、
安
江
秀
充
、
渡

邊
和
隆
、
成
瀬
秀
正
、
安
藤
崇
、
樋
田

隆
、
阪
下
信
宏
、
三
宅
貴
憲
、
羽
柴
友

昭
（
団
員
）

★
勤
労
章

工
藤
政
秀
、
伊
藤
啓
次
（
部
長
）
、
市

川
昌
宏
、
林
雄
二
郎
、
山
内
宏
幸
、
片

山
正
英
、
岡
庭
洋
一
、
渡
辺
篤
史
（
班

長
）
、
小
木
曽
隆
広
、
日
比
野
順
一
、

小
栗
寛
道
、
渡
辺
雅
人
、
渡
辺
裕
隆
、

牧
野
琢
廣
、
土
本
裕
志
、
下
林
俊
幸

（
団
員
）

★
功
績
章

村
瀬
貞
晴
、
永
井
裕
二
（
班
長
）
、
酒

井
圧
雄
、
渡
邊
亨
蔵
、
橋
本
英
明
、
今

井
浩
一
郎
、
渡
邉
康
弘
、
林
聡
司
、
金

森
大
輔
、
長
崎
一
也
、
市
川
雅
仁
、
長

江
良
行
、
宮
地
伸
直
、
足
立
真
司
、
保

母
和
浩
、
足
立
直
之
、
舘
愼
俊
、
岩
島

正
治
、
岩
島
真
人
、
宮
下
和
也
、
安
藤

栄
祐
、
安
藤
学
、
愛
知
千
永
、
景
山
智

之
、
西
尾
先
弘
、
近
藤
寿
充
、
加
藤
寛

之
（
団
員
）

9 瑞浪市役所　☎68-2111

　「花」をテーマにした、明治～昭和の印判（すり絵、
銅版、ゴム版、吹き絵）資料、約200点を展示
・期　間　２月24日（日）まで
・開　館　９時～ 17時
・休館日　２月４日、12日、13日
　　　　　18日
・入館料　大人200円
　　　　　高校生以下無料
◎問合せ　瑞浪市陶磁資料館　☎67-2506

　恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の「ご本人」
に対し、内閣総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈して
います。請求書は社会福祉課の窓口に置いてありま
す。（過去に内閣総理大臣名の書状等を受けた方も
対象）
＊資格要件など詳細は下記までお問合せください。
　平和祈念事業特別基金　☎0120-234-933
◎申込・問合せ　社会福祉課　☎内線101

・日　時　２月24日（日）　９時30分～ 12時
・内　容　小枝を使った、あたたかな灯りのラン

プシェードを作ります。
・講　師　山本喜美江 氏（自然観察指導員）
　　　　　三宅　正子 氏（自然観察指導員）
・対　象　小学3年生～一般（定員20人）
・参加費　100円（事前申込が必要）
・締　切　2月17日（日）
◎問合せ　自然ふれあい館　☎63-0015

・日　時　2月13日（水）　13時 ～ 15時30分
・場　所　多治見市文化会館  大会議室
・テーマ　「再就職活動の心構えと対策について」
・講　師　キャリアカウンセラー　古井重三 氏
・対　象　45歳以上の在職者、定年間近の方、企

業の人事 ･労務担当者等
・定　員　40人  ・参加費　無料（事前申込が必要）
◎申込・問合せ　岐阜高齢期雇用就業コーナー
　　　　　☎058-251-8551　 FAX 058-251-8626

みずなみ交番だよりみずなみ交番だよりみずなみ交番だよりみずなみ交番だより
～「プロフ」によるトラブルが多発しています!!～

（中高生の皆さんへ）

プロフィールサイト（通称プロフ）は、インターネット上の自己紹介サイトです。
プロフには自分の情報を書き込むことだけでなく、他人が掲示板に書き込むこと

もできるため、悪意を持った人がいじめにつながる書き込みをしたり、個人情報を
悪用し犯罪に利用する危険性があります。
【プロフに関するトラブル例】
○自分の写真を出会い系サイトに無断使用された。○プロフを見た人からストーカー行為をされている。
○掲示板に悪口や嘘の噂を書き込まれた。○掲載写真や送信した写真をネタに脅された。　
【出会い系サイトでの事件】
○強盗・誘拐・強姦事件
携帯電話の出会い系サイトで知り合った男性とドライブに行ったところ、監禁されたうえ、車内で
現金を奪われ、両親に身代金を要求された。

○恐喝事件
　出会い系サイトで知り合った男性にホテルで撮られた写真をネタに脅され、お金を要求された。
○不正誘引・児童買春事件
　出会い系サイトの掲示板に書き込みをしたところ、性風俗店に連れて行かれ売春をさせられた。
【犯罪の被害やトラブルを防ぐには？】
個人情報を安易に公開しないこと、掲示板等へ嘘や悪口を書かないこと、掲示板等で知り合った人に会

いに行かないことがトラブルを防ぐ上で大切なことです。
＊犯罪被害やトラブルに巻き込まれた場合は、一人で悩まず保護者や学校の先生に相談しましょう。
＊警察に相談する場合は、下記の岐阜県警サイバー犯罪相談窓口をご利用ください。
　 http：//www.pref.gifu.lg.jp/pref/s18879/hightec/index.htm　◎問合せ　瑞浪交番　☎68-2002

「森の素材でランプシェード作り」のご案内

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆様へ

陶磁資料館企画展「美濃 印判装飾の器」

職業生活設計セミナーの開催
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　岐阜県では毎年５月５日に、交通遺児に対し激励
金を支給しています。
・対象者　５月５日現在、県内に居住しており、交
通事故により生計を共にしていた父または母を亡
くした義務教育終了までの遺児、および高等学校
在学中で満20歳未満の遺児。（交通遺児となった
後に養子縁組をした場合、父または母が再婚し生
計を共にすることとなった場合は除く）
・支給金額　乳幼児および小学生 15,000円
　　　　　　中学生 20,000円  高校生等 25,000円
＊申請時から高等学校等就学時まで支給されます。
・申込期限　３月３日（月）
◎申込・問合せ　環境課　☎内線498

～２月のテーマ～　「行事食を知ろう」
・日　時　２月16日（土）10時から 12時30分
・場　所　中京短期大学第１調理実習室
・対　象　４歳から小学６年生までのお子さんとそ

の保護者（必ず親子でご参加ください）
・参加費　大人500円（お子さんは無料）
＊エプロン、三角巾、上履き用靴をご持参ください。
◎申込・問合せ　住所・氏名・お子さんの年齢・電
話番号を記入の上、FAXまたはＥメールで下記
までお申し込みください。
中京短期大学渉外部　☎68-4555　FAX 68-5177
E-mail　kouhou@j-chukyo.ac.jp

　研究坑道などの見学会を開催します。
・日　時　２月24日（日）　９時30分～ 11時30分
・場　所　瑞浪超深地層研究所（明世町山野内）
・参　加　無料（一般・小学生4年以上）
・申込み　住所 ･氏名 ･性別 ･電話番号をお知らせ

の上、２月21日（木）までに下記へ。
◎問合せ　東濃地科学センター　地域交流課
　　　　　☎66-2244　FAX 66-2124
　　　　　E-mail　tono-ck@jaea.go.jp

・日　時　２月７日（木）　9時30分～
・場　所　瑞浪市総合文化センター
・内　容　東濃地区５消防本部から選ばれた消防職

員が、日頃の消防防災活動から体験した
事例に基づいて意見を発表します。

＊入場は自由です。
◎問合せ　消防本部総務課　☎68-2001

家族そろって、遊びに来てください !
・日　時　２月10日（日）10時～ 14時
・場　所　土岐町益見地区
・内　容　大道芸、もちつき、
　お琴演奏、小さな音楽会、
　中京高 ･瑞浪高コーナー、
　竹細工体験、食べ物屋台、
フォークダンス、瑞陵中学校ブラスバンド演奏
ほか盛りだくさんのイベントを予定しています。
・主　催　猿子村ふれあいまつり実行委員会
・協　賛　土岐地区まちづくり推進協議会
◎問合せ　実行委員会　日比野　☎67-1885

　平成20年４月採用の職員を募集します。
◆採用予定職種 ･資格等
○養護訓練センター指導員　１名
・昭和58年４月２日以降に生まれた者
・養護学校教諭、小学校教諭（障害児教育 ･特別
支援教育等の科目を習得した者）、保育士 ･幼
稚園教諭（障害児保育 ･幼児療育科目等を習得
した者）、言語聴覚士の資格のうちいずれかを
有し、普通運転免許証を有する者

◆試験日および試験内容
　○試験日　３月４日（火）
　○試験内容　一般教養試験、作文、面接
◆申込期限　２月22日（金）
◆応募方法　申込書（社会福祉協議会に用意）に必

要事項を記入し提出。
◎申込 ･問合せ　〒509-6123　樽上町1丁目77番地
　　　　　　　　社会福祉協議会☎68-4148

　親子でふれあいながら、スポーツとコーディネー
ショントレーニングを体験し、スポーツに関わる
生活と健康づくりを実践しませんか。
・日　時　３月１日（土）13時30分～ 16時
・場　所　市民体育館
・対　象　小学校１～３年生の児童とその親100組
・参　加　無　料
・内　容　スポーツ体験
　　　　　（野球、サッカー、ソフトテニス）
　　　　　コーディネーショントレーニング
・締　切　２月17日（日）
・主　催　瑞浪市体育協会
◎申込 ･問合せ　市民体育館　☎68-0747

「猿子村ふれあいまつり」のご案内

瑞浪市社会福祉協議会職員募集

スポーツ体験とコーディネーショントレーニング参加者募集

岐阜県交通遺児激励金支給事業について

「食育セミナー～ウキウキ食の探検隊」のご案内

瑞浪超深地層研究所の見学会のご案内

東濃地区消防職員意見発表会



相 談 コ ー ナ ー

11 瑞浪市役所　☎68-2111

◆行政相談　市民課　☎内線105
　日時…２月12日（火）13時～16時
　内容…国や市の仕事に関する相談等
◆人権こまりごと相談　市民課　☎内線105
　日時…２月21日（木）13時30分～16時
　内容…いじめ、虐待、近所や家庭のもめごと等
◆弁護士による法律相談（予約制）市民課　☎内線105
　日時…２月21日（木）10時30分～16時30分
　※相談時間は１人約20分間です
◆結婚相談　市民課　☎内線105
　日時…２月６日（水）・13日（水）・24（日）10時～16時
◆心配ごと相談　社会福祉協議会　☎68-4148
　日時…２月４日（月）・12日（火）・18（月）・25日（月）
　　　　10時～15時
◆高齢者・障害者権利擁護相談　ハートピア☎68-4148
　日時…２月21日（木）13時30分～16時
◆母子相談　子育て支援課　☎内線160
　日時…２月13日（水）10時～15時
◆児童相談　子育て支援課　☎内線160
　日時…２月27日（水）10時～15時

◆身体障害者相談　社会福祉課　☎内線162
　日時…２月４日（月）10時～ 12時　　
◆住宅修繕相談　都市計画課　☎内線249
　日時…２月19日（火）10時～ 15時
◆移動家庭児童相談　子育て支援課　☎内線160
　・陶児童館　２月６日（水）10時～ 12時
　・子育て支援センター（稲津保育園内）
　　　　　　　２月６日（水）13時30分～ 15時30分

２月３日（日）・８日（金）・14日（木）・20日（水）
26日（火）

○市県民税（特別徴収） １月分 ２月12日（火）
○固定資産税 ４期分 ２月29日（金）
○国民健康保険料 ２月分 ２月29日（金）
○保育料 ･幼稚園授業料 ２月分 ２月29日（金）
○水道料金・下水道使用料 １月分 ２月29日（金）
○市営住宅使用料 ２月分 ２月29日（金）
○介護保険料 ２月分 ２月29日（金）

◆愛モア（みどり保育園内　☎66-1325）
・２月８日（金）：０歳児親子ふれあい体操
　対　象　首がすわったくらい～１歳の誕生日くらいまで
・２月９日（土）：パパサタディ
　対　象　１歳～就園前の子どもさんとお父さん
◆おんぶにだっこ（稲津保育園内　☎66-1064）
・２月19日（火）：親子あそび
　対　象　１歳～２歳の誕生日くらいまで
・２月22日（金）：親子あそび
　対　象：２歳～就園前
・２月27日（水）：０歳児親子ふれあい体操
　対　象　首がすわったくらい～１歳の誕生日くらいまで
＊上記いずれも 10時から開催します。
＊２月８日・27日はベビー毛布など敷物を持参して
ください。また、２月19日・22日の親子あそびは、
事前に電話もしくは直接申し込んでください。

◎幼児虐待通報電話　　　　　　　☎66-1325
◎育児についての不安や悩み事は「愛モア」「おん
ぶにだっこ」にご相談ください。

◆教育相談　☎67-3338
　日時…毎週火 ･金曜日　13時～ 17時
　　　　【相談日以外は学校教育課　☎内線488】
◆不登校を考える親の会　こぶし教室　☎68-9811
　日時…２月13日（水）19時～ 21時

応募資格

応募期間

◆市内に住所または勤務地があり、市税等を滞納していない方
◆現在同居または同居しようとする親族があり、世帯を構
成する方（☆印については、60歳以上の方等、単身で入
居できる場合があります）

◆申込者または同居しようとする親族が暴力団員でないこと
◆現在住宅に困窮し、収入基準に適合する方
２月１日（金）～２月８日（金）
※お問い合せには、平成18年分の所得の分かる書類をご用
意ください。

団地名

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集 管財課  ☎内線324管財課  ☎内線324

所在地 形式 募集数構造
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※上記以外の入居者募集はおこなっていません。

「子育て支援センター」からのお知らせ

ハートピア（市民福祉センター）相談室

市役所１階市民相談室

斎場のお休み

今月の納期

市民課　☎内線105

（お支払いは便利な口座振替で）

（2月分）

共同福祉施設（サンライズ）



健康だいすき健康だいすき健康だいすき健康だいすき
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎６７－２７００

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町1丁目1番地  ☎68-2111  http://www.city.mizunami.gifu.jp/index.html

広報みずなみは、瑞浪市ホームページでご覧になれます。

健診・相談名 期　　日 時　　間 対　象　者 持　ち　物

麻しん・風しん第１期予防接種

ＢＣＧ予防接種

こころとからだの健康相談

三種混合(百日咳・ジフテリア・破傷風)
Ⅰ期追加予防接種

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞

母子健康手帳
歯ブラシ　コップ
タオル

母子健康手帳

12：30集合

3 歳 児 健 康 診 査 
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を
実施します。

母子健康手帳
問診票　アンケート
早朝尿（50cc）
歯ブラシ　コップ
タオル

平成17年2月1日～
　　　2月14日生まれ

平成17年2月15日～
　　　2月28日生まれ

2月15日(金)

2月22日(金)

9：00～11：00受付 

9：30～11：00受付

平成17年8月生まれ2月12日(火)2歳6カ月児歯みがき教室

平成16年8月生まれ2月18日(月)3歳6カ月児歯みがき教室

平成14年2月生まれ2月14日(木)6歳臼歯むし歯予防教室

乳幼児希望者2月13日(水)乳　幼　児　相　談

母子健康手帳　お茶平成19年2月生まれ2月21日(木) 10：00集合1歳児すくすく教室

《対象者》平成19年２月生まれ
※満２歳未満で、まだ接種していない児も含む。
《接種方法》
①２月21日（木）までに申込みはがきを保健センターへ
提出してください。
②３月１日（土）以降に、希望した指定医療機関へ直接
電話で予約してください。
③予診票と母子健康手帳を予約した医療機関に持参し、
接種してください。
※麻しんまたは風しんにかかったことのある児は、保
健センターまでご連絡ください。
※申し込んだ医療機関の変更はできません。

2月21日（木）受付時間：13時30分～14時30分場　　所：保健センター
《対象者》平成19年11月生まれ
　（満６カ月未満でまだ接種していない児も含む）
＊母子健康手帳を持参してください。
＊予診票は接種当日にお渡しします。
　（体温は会場で測定します）

2月12日（火）場所：保健センター

《時間》14時～15時
《内容》個別相談、血圧測定、検尿など
《担当》内科医師
※健康に関することで気になることがある方、一度
ゆっくり相談してみませんか。また、気軽な健康
チェックの機会としてもご利用ください。

　毎月第２火曜日に専門医による「こころとからだの
健康相談」を開催しています。
＊家族が代理で相談いただいても結構です。

《対象者》Ⅰ期初回３回接種終了後、１年以上経過し
ている７歳半未満の児

《期　間》３月１日（土）～３月31日（月）までの各医療
機関の指定する日時

《料　金》無　料
《接種方法》
①２月21日（木）までに申し込みはがきを保健センター
へ提出してください。（はがきは、予防接種のしお
りにとじてあります）
②２月29日（金）以降に希望した医療機関へ直接電話で
日時を予約してください。
③予診票と母子健康手帳を持参し、予約した医療機関
で接種してください。
※百日咳にかかった児は、申し込み前に必ず保健セン
ターにご連絡ください。
※申し込んだ医療機関の変更はできません。

からだの相談－医師による健康相談－

《時間》13時～14時（受付）
　　　　※前日までに電話予約が必要です。
《内容》イライラする、気分が沈む、不安恐怖症があ

る、怒りっぽい、認知症、アルコール依存症
等の相談

《担当》精神科医師・精神保健相談員

こころの相談－精神保健相談・認知症相談－

《時間》14時～16時
《内容》食事、栄養に関する個別相談
《担当》管理栄養士

食事（栄養）の相談
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